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発表の目的

• ケア基準時間とは、要介護認定調査から導出される要介護認定等基
準時間と同じであるが、要介護度と切り離すために別の用語とした

• ケア基準時間は、ADLとして最適な数量化された指標であり、しかも
計測に慣れればほとんど手間がかからない

• ケア基準時間について、日常的に計測して記録してグラフ化するこ
とにより、数量的に本人の状態変化を見出すことが可能となる

• 社会的に科学的介護（EBK）が要請されているが、全般的なADL変化
はバーセル・インデックスやFIMより見出しやすい

• 今後、ケア基準時間を定期的に計測していくことをお勧めしたい
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ケア基準時間とは
• ケア基準時間(10項目のデータセット)のデータ構造は以下の通り
総合ケア基準時間①（要介護認定等基準時間に相当）
 ＝ 直接生活介助(食事)ケア基準時間②
 ＋ 直接生活介助(排泄)ケア基準時間③ 
 ＋ 直接生活介助(移動)ケア基準時間④
 ＋ 直接生活介助(清潔保持)ケア基準時間⑤
 ＋ 間接生活介助ケア基準時間⑥
 ＋ BPSD関連行為ケア基準時間⑦
 ＋ 機能訓練関連行為ケア基準時間⑧
 ＋ 医療関連行為ケア基準時間⑨
 ＋ 認知症加算ケア基準時間⑩ 
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要介護認定調査項目及びケア基準時間算の導出について①

一般社団法人上越歯科医師会
要介護認定一次判定シミュレーション
https://www.j-dental.or.jp/
JEDA/oralcareC/nintei/nintei21.php
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一般社団法人上越歯科医師会
要介護認定一次判定シミュレーション
https://www.j-dental.or.jp/
JEDA/oralcareC/nintei/nintei21.php

要介護認定調査項目及びケア基準時間の導出について②
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一般社団法人上越歯科医師会
要介護認定一次判定シミュレーション
https://www.j-dental.or.jp/
JEDA/oralcareC/nintei/nintei21.php

要介護認定調査項目及びケア基準時間の導出について③
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一般社団法人上越歯科医師会
要介護認定一次判定シミュレーション
https://www.j-dental.or.jp/
JEDA/oralcareC/nintei/nintei21.php

要介護認定調査項目及びケア基準時間の導出について④
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一般社団法人上越歯科医師会
要介護認定一次判定シミュレーション
https://www.j-dental.or.jp/
JEDA/oralcareC/nintei/nintei21.php

要介護認定調査項目及びケア基準時間の導出について⑤
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太線内が導出された
ケア基準時間



研究方法①

●研究① 総合ケア基準時間とFIMとの関係性

• 対象者：特別養護老人ホーム及びデイサービスセンターの利用
者61人

• 方法：要介護認定調査項目を調査し、ケア基準時間を導出。ま
た、同時期にFIMをOTあるいはPTが計測

• ケア基準時間の導出方法：「一般社団法人上越歯科医師会要介
護認定一次判定シミュレーション」を使用
（https://www.jdental.or.jp/JEDA/oralcareC/nintei/nintei
21.php）

• 統計解析：PearsonあるいはSpearmanの相関係数
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研究方法②

●研究② 特別養護老人ホーム新規入所者におけるケア基準
時間の経時的変化

• 対象者：特別養護老人ホームの新規入居者2名

• 方法：入所後週1回程度に要介護認定調査項目を調査し、ケ
ア基準時間を導出。8週間程度継続して調査。

• データ解析：時系列のグラフ表示
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倫理的配慮

• データ使用について利用者・家族等の文書同意を得た

• 本研究でのCOIはない
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結 果 ①

● 対象者の特性

・事業別  特別養護老人ホーム 53人

   デイサービスセンター  8人

・性別  男 24人 女 37人 計 61人

・平均年齢  男 83.0歳 女 88.5歳 全体 86.3歳

・要介護度  支2 2人、介1 4人、介2 6人、

(保険者) 介3 14人、介4 20人、介5 15人

⇒ 平均要介護度 3.52
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結 果 ②

● 特養入所者の特性

・対象者1 85歳、女性、直前の居場所：自宅

  入所時要介護度5

  （要介護認定等基準時間111.1分）

・対象者2 80歳、女性、直前の居場所：病院

  入所時要介護度3

  （要介護認定等基準時間88.7分）
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特養新規入所者の経時的変化②
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まとめと考察

• ケア基準時間は、介護の標準評価項目として妥当である

• ケア基準時間を項目ごとに検討することにより、状態変化の要因
や改善へのポイントについて分析的に評価できる可能性が高い

• ケア基準時間を経時的に評価することにより、状態変化を鋭敏か
つ定量的に捕捉することが可能となる

• EBKの推進のために、ケア基準時間の定期的計測が必要である
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結 論

① ケア基準時間は、介護の標準評価項目として妥当である

② ケア基準時間を定期的に計測して変化を検討・確認することに
より、定量的なEBKの基盤となる

③ LIFE項目としてケア基準時間を採用したうえで項目整理するこ
とにより、EBKの困難性を改善し、推進するためのエンジンとなる
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